
１．はじめに
長崎県南島原市南有馬町原城の南方には，更新統大

江層が局所的に分布している．これまでの研究から，

本層は下末吉期（海洋酸素同位体層序５e：約１２５ka）

の堆積物であることが明らかにされてきた（渡辺・益

田，１９８３；下山ほか，１９９９）．大江層からは，多産す

る貝類の他，サンゴ・石灰藻・コケムシなど豊富な海

生動物化石がこれまでに報告されている（Amano,

１９５３；鎌田，１９６４；早田，１９６４；有明海研究グルー

プ，１９６５；田島，２０１０）．しかしながら，十脚類化石

の産出報告および分類学的検討は全くなされていな

い．日本の更新統における十脚類化石記録は，中部～

関東地方を中心に多く（例えば，Imaizumi,１９６１；

加 藤・小 泉，１９９２；Karasawa,１９９３；柄 沢・田 中，

１９９４；柄 沢，１９９７；Kato and Karasawa, １９９８；加

藤，２００１；小幡・林，２００１；小林ほか，２００８；柄沢

ほか，２０１４），特に愛知県の渥美層群豊橋層（約４４０

ka）および千葉県の下総層群（約１２５ka）からはま

とまった記載がなされている（柄沢・田中，１９９４；

Kato and Karasawa,１９９８；加 藤，２００１；小 林 ほ か，

２００８；柄沢ほか，２０１４）．一方，九州における更新世

十脚類化石の記録は，鹿児島県の増田層（約１．４～
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Abstract
Seventeen decapod species including Grynaminna grandis（Karasawa and Goda,１９９６）, Diogenes

sp. cf. D . edwardsii（De Haan,１８４９）, Pachycheles sp. cf. P. stevensii Stimpson,１８５８, Hiplyra platycheir

（De Haan,１８４１）, Enoplolambrus laciniatus（De Haan,１８３９）, and Halimede fragifer（De Haan,１８３５）,

are briefly described from the upper Pleistocene Oe Formation（Marine Isotope Stage５e : ca. １２５

ka）, at Minamishimabara City, Nagasaki Prefecture, Kyushu, Japan. Grynaminna grandis , a common

element of the Pleistocene decapod fauna in Japan, is abundant in the Oe Formation. The abundance

of G. grandis suggests that the Oe Formation was deposited as sandy or gravel bottom sediment in

shallow marine water . The decapod fauna of the Oe Formation is quite similar to that of the

Pleistocene Kioroshi Formation, Chiba Prefecture, but differs from that of the Pleistocene Ogushi

Formation, Kumamoto Prefecture, which lacks G. grandis .
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１．０Ma）か ら Mursia aff. australiensis を 含 む３種 の

報告（柄沢，１９９７），熊本県の小串層（約２４０ka）

か ら Hiplyra platycheir（De Haan, １８４１），Halimede

fragifer（De Haan,１８３５），Eucrate crenata（De Haan,

１８３５），Entricoplax vestita（De Haan,１８３３）を含む１４種

の記載（Ando et al .,２０１５）および長崎県対馬沖の海

底堆積物（更新統に由来）からCarcinoplax longimanus

の報告（Imaizumi,１９６１）の３例と，採取地点数，採

取標本数ともに中部地方，関東地方の研究に比べると

少ない．

筆者らは，２０１３年に大江層から十脚類化石を含む試

料を採取し，２，０００点以上の標本を得た．本論では，

得られた標本を検討し，識別可能であった１７種につい

て報告する．十脚類化石の場合，標本総点数が増すほ

ど堆積時に生息していた種の多くを網羅することが可

能であり（柄沢ほか，２０１４），本報告の採取量は，大

江層堆積時の十脚類相を復元するのに十分である．こ

れまでに，同一地点から１，０００点を超す十脚類化石が

得られた例は，大江層の他に豊橋層（柄沢ほか，

２０１４）と 木 下 層（Kato and Karasawa,１９９８；加 藤，

２００１）の２例であり，九州では初めてである．本研究

による十脚類化石データと柄沢（１９９７）や Ando et

al .（２０１５）の断片的な記録を合わせて考察することに

よって，更新世における九州の十脚類相の特徴を初め

て明らかにする．

２．地質概要
十脚類化石は，長崎県南島原市南有馬町にある原城

南方の海岸に露出する更新統大江層の模式地から採取

された（図１）．大江層は，長らく後期更新世の鍵層

のひとつである Aso-４テフラとの層位関係が議論され

てきたが，渡辺（１９８２）によって大江層が Aso-４テフ

ラの下位に位置することが判明した後は，渡辺・益田

（１９８３）や下山ほか（１９９９），田島（２０１０）などもこ

の結果を支持するとともに，本層が約１２．５万年前（下

末吉期）の堆積物であるとの見解をとっている．本層

の層厚は約９m で（下山ほか，１９９９），田島（２０１０）

によれば，岩相により下部層，中部層，上部層に区分

される．下部層は，小－中礫混じりの砂層，泥層から

なる．中部層は，最下部にマガキ，ハイガイ化石を含

み，小－中礫混じりの灰白色コキナ層と貝殻片を含む

礫層からなる．そして，上部層は，貝殻片を含む砂と

泥の互層からなる．大江層から産出した化石について

は，Amano（１９５３），鎌田（１９６４），早田（１９６４），有

明海研究グループ（１９６５），田島（２０１０）が貝類化石

を，Otsuka（１９７０）がシカ科化石を報告している．

このうち，田島（２０１０）は貝類化石の組成および産状

から，波浪によって集積された沿岸堆積物と推定して

いる．なお，本研究において調査を行った地点は，下

部更新統大屋層を不整合に覆う高さ約４m の露頭で

あり，層厚約２m の貝殻片を多量に含む礫質砂～砂

質礫が露出する（図２）．

図１．試料採取地点．
Fig.１. Map showing the sampling locality.
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３．試料採集方法
報告する十脚類化石は，２通りの方法で採取され

た．１つは，露頭表面から目視によって直接採取する

方法で，本研究では，比較的大型の鉗脚を採取した．

もう一方は，露頭から化石を含む土砂を持ち帰り，水

洗法により砂礫を処理した後，顕微鏡下で十脚類化石

を抽出する方法である．これにより，露頭表面では識

別しにくい小型の背甲・鉗脚など多数の標本が得られ

た．試料は，層準ごとの構成種の違いを考慮し，Oe-

A，Oe-B，Oe-C，Oe-D の４層準の砂質礫から採取し

た（図２）．本論で産出リスト（表１）に掲載した標

本は全て瑞浪市化石博物館に収蔵される．また，図示

する標本に関しては，瑞浪市化石博物館の標本番号

（MFM１４５５３０－MFM１４５５６０）を付与した．

４．結果
十脚類化石標本は，計２，１９６点が得られた（表１）．

この内，４１点は保存不良のため同定が不可能であった

が，残る標本は１７種に分類するに至った（表１）．種

の同定あるいは近似種として同定したものは７種，属

の同定にとどまったものは２種，亜科の同定にとど

まったものは１種，科の同定にとどまったものは７種

である．

層準ごとに産出数，種数を比較すると，Grynaminna

grandis が全層準で卓越し，Oe-D は産出数，種数と

もに最も多い．Oe-D では，G. grandis が１，８００点以上

と 多 産 し，次 い で Enoplolambrus laciniatus お よ び

Halimede fragifer が比較的多く産出した．以下に産出

した十脚類の特徴を簡単に記述する．

Family Alpheidae Rafinesque,１８１５

テッポウエビ科

Alpheidae gen. et sp. indet.
テッポウエビ科の未定種
（図３．１，２）

標本：１３点（MFM１４５５３０，MFM１４５５３１を含む）．

大鉗脚の可動指・不動指片のみの産出のため，属，

種同定に至らない．似た外形を呈する可動指・不動指

片は，渥美層群豊橋層および小串層からそれぞれ５０点

を越える標本が報告されている（小林ほか，２００８；柄

沢ほか，２０１４；Ando et al .,２０１５）．

Family Callianassidae Dana,１８５２

スナモグリ科

Genus Grynaminna Poore,２０００

オオスナモグリ属

Grynaminna grandis（Karasawa and Goda,１９９６）
オオスナモグリ
（図３．３－１０）

標 本：２０６５点（MFM１４５５３２－MFM１４５５３９）を 含

む．

鉗脚の可動指・不動指，掌節および腕節の一部が産

出した．大江層から産出した十脚類化石の中で標本数

が最も多い．本種は，Karasawa and Goda（１９９６）

によって渥美層群豊橋層から新種として記載された．

その後，下総層群からも本種は報告され（Kato and

Karasawa,１９９８；加 藤，２００１；小 幡・林，２００１），豊

橋層からは巣穴中に保存された標本も発見された（柄

沢ほか，２００６）．一方，大江層の分布地域から地理的

図２．試料採取地点の柱状図．
Fig.２. Columnar section of sampling locality.
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にも近い中部更新統小串層では本種は産出していな

い（Ando et al .,２０１５）．本種は絶 滅 種 で あ る が，

Grynaminna 属現生種は，G. tamakii Poore,２０００が島

原半島周辺の潮間帯砂底に生息している（Poore,

２０００）． G . grandis と G . tamakii は ， Hyžný and

Karasawa（２０１２）が示したように不動指歯の有無で

容易に区別できる．

Family Diogenidae Ortmann,１８９２

ヤドカリ科

Genus Diogenes Dana,１８５１a

ツノヤドカリ属

Diogenes sp. cf. D. edwardsii（De Haan,１８４９）
トゲツノヤドカリの近似種
（図３．１１）

標本：３点（MFM１４５５４０を含む）．

可動指片が産出した．標本はすべて完全ではない

が，殻表突起の特徴から近似種として同定した．本近

似種は，渥美層群豊橋層（柄沢ほか，２０１４），下総層

群（Kato and Karasawa,１９９８；加 藤，２００１；小 幡・

林，２００１）および小串層（Ando et al .,２０１５）からも

報告がある．

Family Porcellanidae Haworth,１８２５

カニダマシ科

Genus Pachycheles Stimpson,１８５８

コブカニダマシ属

Pachycheles sp. cf. P. stevensii Stimpson,１８５８
コブカニダマシの近似種
（図３．１２）

標本：１点（MFM１４５５４１）．

鉗脚が産出した．不完全標本であるが，外形および

掌節背面の特徴から近似種として同定した．本近似種

は，これまでに神奈川県横浜市の更新統下末吉層から

も報告されており（加藤・小泉，１９９２），本標本も下

末吉層産標本にその特徴がよく似る．

Family Leucosiidae Samouelle,１８１９

コブシガニ科

Genus Hiplyra Galil,２００９

ヒラテコブシ属

Hiplyra platycheir（De Haan,１８４１）
ヒラテコブシ
（図３．１３，１４）

標本：９点（MFM１４５５４２，MFM１４５５４３を含む）．

鉗脚腕節のみが産出した．細長い外形を呈し，表面

に粗粒な突起が多数見られることから本種に同定し

た．本種は，渥美層群豊橋層および小串層から報告

がある（小林ほか，２００８；柄沢ほか，２０１４；Ando et

al .,２０１５）．なお，Galil（２００９）は，マメコブシガニ

属（Phylyra）に含まれる現生種を再検討し，各種の

所属を変更した．本論では，Galil（２００９）の分類に従

表１．大江層産十脚類化石リスト．
Table１. List of fossil decapods from the Oe Formation.

Species
Number of specimens

Oe-A Oe-B Oe-C Oe-D

Alpheidae gen. et sp. indet. 4 9

Grynaminna grandis 68 37 81 1879

Diogenes sp. cf. D. edwardsii 3

Pachycheles sp. cf. P. stevensii 1

Hiplyra platycheir 9

Leucosiinae gen. et sp. indet. 1 7

Inachidae gen. et sp. indet. 4

Enoplolambrus laciniatus 18

Enoplolambrus sp. 1

Cancridae gen. et sp. indet. 1

Halimede fragifer 17

Actumnus sp. 1

Actaea semblatae 3

Xanthidae gen. et sp. indet. 1

Portunidae gen. et sp. indet. A 7

Portunidae gen. et sp. indet. B 2

Portunidae gen. et sp. indet. C 1

Unidentified 41

Total 69 37 85 2005

― 19 ―

ｖｅｒ／化石研究会会誌　ＰＤＦ化／１５１１０４０９　化石研究会誌４８巻１号／本文／０２　和文　原著　１６‐２５  2016.01.



図３．十脚類化石．１，２，テッポウエビ科の未定種．１，MFM１４５５３０；２，MFM１４５５３１．３－１０，オオスナモグリ．３，右大鉗脚
不動指，MFM１４５５３２；４，左大鉗脚掌節，MFM１４５５３３；５，右大鉗脚可動指，MFM１４５５３４；６，左大鉗脚可動指，MFM
１４５５３５；７，右大鉗脚可動指，MFM１４５５３６；８，右小鉗脚可動指，MFM１４５５３７；９，左小鉗脚可動指，MFM１４５５３８；１０，右
鉗脚腕節，MFM１４５５３９．１１，トゲツノヤドカリの近似種，可動指，MFM１４５５４０．１２，コブカニダマシの近似種，右鉗脚掌節，
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う．

Subfamily Leucosiinae Samouelle,１８１９

コブシガニ亜科

Leucosiinae gen. et sp. indet.
コブシガニ亜科の未定種
（図３．１５）

標本：８点（MFM１４５５４４を含む）．

鉗脚腕節のみの産出であるため属種同定に至らな

い．

Family Inachidae MacLeay,１８３８

クモガニ科

Inachidae gen. et sp. indet.
クモガニ科の未定種
（図３．１６，１７）

標本：４点（MFM１４５５４５，MFM１４５５４６を含む）．

可動指および背甲の破片が産出した．標本はアケウ

ス属（Achaeus）に比較されるが，甲殻全体の特徴が

明らかでないため科レベルの同定に留めた．

Family Parthenopodae MacLeay,１８３８

ヒシガニ科

Genus Enoplolambrus A. Milne-Edwards,１８７８

トゲヒシガニ属

Enoplolambrus laciniatus（De Haan,１８３９）
ホソウデヒシガニ

（図３．１８－２０）

標本：１８点（MFM１４５５４７－MFM１４５５４９を含む）．

可動指片，不動指片および腕節が産出した．本種の

化石は，渥美層群豊橋層（柄沢・田中，１９９４；柄沢ほ

か，２０１４）と下総層群（Kato and Karasawa,１９９８；

加藤，２００１）のものが知られている．

Enoplolambrus sp.
トゲヒシガニ属の未定種
（図３．２１）

標本：１点（MFM１４５５５０）．

前種に似るが，小型で棘の発達が弱い．柄沢ほか

（２０１４）に従い別種として扱う．

Family Cancridae Latreille,１８０２

イチョウガニ科

Cancridae gen. et sp. indet.
イチョウガニ科の未定種
（図３．２２）

標本：１点（MFM１４５５５１）．

可動指片が産出した．側面に溝が見られるため本科

のものと考えられるが，属種同定には至らない．な

お，渥美層群豊橋層からは本科のイボイチョウガニ

（Romaleon gibbosulum）がオオスナモグリについで

多産する（柄沢ほか，２０１４）．

MFM１４５５４１．１３，１４，ヒラテコブシ．１３，鉗脚腕節，MFM１４５５４２；１４，鉗脚腕節，MFM１４５５４３．１５，コブシガニ亜科の未定
種，鉗脚腕節，MFM１４５５４４．１６，１７．クモガニ科の未定種．１６，鉗脚可動指，MFM１４５５４５；１７，背甲片，MFM１４５５４６．１８－
２０．ホソウデヒシガニ．１８，鉗脚可動指，MFM１４５５４７；１９，鉗脚不動指，MFM１４５５４８；２０，鉗脚腕節，MFM１４５５４９．２１，ト
ゲヒシガニ属の未定種，鉗脚腕節，MFM１４５５５０．２２，イチョウガニ科の未定種，鉗脚可動指，MFM１４５５５１．２３，２４，ゴカクイ
ボオウギガニ．２３，左掌節，MFM１４５５５２；２４，左掌節，MFM１４５５５３．２５，イボテガニ属の未定種，鉗脚不動指，MFM
１４５５５４．２６，サメハダオウギガニ，鉗脚片，MFM１４５５５５．２７，オウギガニ科の未定種，鉗脚可動指，MFM１４５５５６．２８，２９，ガ
ザミ科の未定種 A．２８，鉗脚不動指，MFM１４５５５７；２９，鉗脚可動指，MFM１４５５５８．３０，ガザミ科の未定種B，鉗脚可動指片，
MFM１４５５５９．３１，ガザミ科の未定種C，鉗脚可動指，MFM１４５５６０．スケールは２mm.

Fig.３. Fossil decapods from the Ogushi Formation.１,２, Alpheidae gen. et sp. indet. １, MFM１４５５３０; ２, MFM１４５５３１. ３－１０,
Grynaminna grandis（Karasawa and Goda,１９９６）.３, fixed finger of right major cheliped, MFM１４５５３２; ４, palm of left major
cheliped, MFM１４５５３３; ５, dactylus of right major cheliped, MFM１４５５３４; ６, dactylus of left major cheliped, MFM１４５５３５; ７,
dactylus of right major cheliped, MFM１４５５３６; ８, dactylus of right minor cheliped, MFM１４５５３７; ９, dactylus of left minor
cheliped, MFM１４５５３８; １０, merus of right cheliped, MFM１４５５３９.１１, Diogenes sp. cf. D. edwardsii（De Haan, １８４９）,
dactylus of major cheliped, MFM１４５５４０.１２, Pachycheles sp. cf. P. stevensii Stimpson,１８５８, palm of right cheliped, MFM
１４５５４１.１３,１４, Hiplyra platycheir（De Haan,１８４１）.１３, merus of cheliped, MFM１４５５４２; １４, merus of cheliped, MFM１４５５４３.
１５, Leucosiinae gen. et sp. indet., merus of cheliped, MFM１４５５４４.１６,１７. Inachidae gen. et sp. indet. １６, dactylus of
cheliped, MFM１４５５４５; １７, fragment of carapace, MFM１４５５４６.１８－２０. Enoplolambrus laciniatus（De Haan,１８３９）. １８,
dactylus of cheliped, MFM１４５５４７; １９, fixed finger of cheliped, MFM１４５５４８; ２０, merus of cheliped, MFM１４５５４９. ２１,
Enoplolambrus sp., merus of cheliped, MFM１４５５５０.２２, Cancridae gen. et sp. indet., dactylus of cheliped, MFM１４５５５１.２３,
２４, Halimede fragifer（De Haan,１８３５）.２３, palm of left cheliped, MFM１４５５５２; ２４, palm of left cheliped, MFM１４５５５３.２５,
Actumnus sp., fixed finger of cheliped, MFM１４５５５４.２６, Actaea semblatae Guinot,１９７６, fragment of chela, MFM１４５５５５.２７,
Xanthidae gen. et sp. indet., dactylus of cheliped, MFM１４５５５６.２８,２９, Portunidae gen. et sp. indet. A.２８, fixed finger of
cheliped, MFM１４５５５７; ２９, dactylus of cheliped, MFM１４５５５８.３０, Portunidae gen. et sp. indet. B, dactylus of cheliped, MFM
１４５５５９.３１, Portunidae gen. et sp. indet. C, dactylus of cheliped, MFM１４５５６０. Scale bars show２mm.
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Family Galenidae Alcock,１８９８

ゴカクイボオウギガニ科

Genus Halimede De Haan,１８３５

ゴカクイボオウギガニ属

Halimede fragifer（De Haan）,１８３５
ゴカクイボオウギガニ
（図３．２３，２４）

標本：１７点（MFM１４５５５２，MFM１４５５５３を含む）．

鉗脚が産出した．オオスナモグリ，ホソウデヒシガ

ニについで産出量は多い．化石は，渥美層群豊橋層，

下総層群，および小串層からも報告がある（柄沢・田

中，１９９４；加藤，２００１；小林ほか，２００８；柄沢ほか，

２０１４；Ando et al .,２０１５）．

Family Pilumnidae Samouelle,１８１９

ケブカガニ科

Genus Actumnus Dana,１８５１b

イボテガニ属

Actumnus sp.
イボテガニ属の未定種
（図３．２５）

標本：１点（MFM１４５５５４）．

小型の不動指片が産出した．その外形と明瞭な粒状

突起からイボテガニ属のものと考えられる．渥美

層群豊橋層からは，本属のイボテガニ（Actumnus

squamosus）の保存良好な鉗脚が多産している（柄沢

ほか，２０１４）．

Family Xanthidae MacLeay,１８３８

オウギガニ科

Genus Actaea De Haan,１８３３

オウギガニ属

Actaea semblatae Guinot,１９７６
サメハダオウギガニ
（図３．２６）

標本：３点（MFM１４５５５５を含む）．

鉗脚片が産出した．殻表全体が不規則な小粒状突起

で覆われることから本種に同定した．本種の化石は，

渥美層群豊橋層および下総層群からも知られる

（Kato and Karasawa,１９９８；加藤，２００１；柄沢ほか，

２０１４）．

Xanthidae gen. et sp. indet.
オウギガニ科の未定種
（図３．２７）

標本：１点（MFM１４５５５６）．

可動指片が産出した．その外形から本科のものであ

ると思われるが，属種同定に至らない．

Family Portunidae Rafinesque,１８１５

ガザミ科

Portunidae gen. et sp. indet. A
ガザミ科の未定種A
（図３．２８，２９）

標本：７点（MFM１４５５５７，MFM１４５５５８を含む）．

可動指および不動指片が産出した．破片であるため

詳しい同定は難しいが，その形状からイシガニ属

（Charybdis）の可能性がある．

Portunidae gen. et sp. indet. B
ガザミ科の未定種B
（図３．３０）

標本：２点（MFM１４５５５９）．

可動指片が産出した．大型であり，咬合面に明瞭な

突起が見られるため本科のものと考えられる．

Portunidae gen. et sp. indet. C
ガザミ科の未定種C
（図３．３１）

標本：１点（MFM１４５５６０）．

可動指片が産出した．標本は，メナガガザミ属

（Podophthalmus）の可動指に似る．

５．考察
十脚類は貝類に比べて殻が脆弱であるため，破片と

はいえ本論で報告するような比較的原型をとどめた標

本に関しては，一部を除いて大きな死後移動は考え難

い（加藤，２００１）．そのため，大江層の十脚類相につ

いては，大きな死後移動や再堆積はなかったものと仮

定して考察を進める．また，Oe-A，B，C から得た試

料はサンプルサイズが Oe-D 層準と較べて小さく，種

類も１種ないし２種であるため（表１），各層準間の

群集の比較は行わず，Oe-A，B，C，D を一つの十脚

類相として議論を行う．

大江層の十脚類相構成種の中で，種の同定あるいは

近似種として同定できた７種のほとんどは現在の本州

中・南部の太平洋岸の浅海域に生息する種である（酒

井，１９７６；三宅，１９８２）．一方，最優占種 Grynaminna

grandis は，絶 滅 種 で あ る（Karasawa and Goda,

１９９６；加藤，２００１；柄沢ほか，２０１４）．本種は，大江

層の十脚類化石総産出数の９６％を占める．本研究で

は，露頭表面での採取に加え，顕微鏡下で微小な十脚

類化石の破片も全て拾い出しており，本種の卓越は人

為的な採取の偏りに起因するものではない．したがっ

て本種の卓越は，大江層の十脚類相を特徴付けるもの

である．

これまでに日本の更新統の中で，多くの十脚類化石
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標本が採取されているのは，愛知県の渥美層群豊橋層

および千葉県の下総層群である．柄沢ほか（２０１４）

は，豊橋層から１２，００５点にのぼる膨大な十脚類化石を

報告しており，そこでも G. grandis は優占種である．

豊橋層からはこれまでに５７種の多様な十脚類化石が識

別されているが，柄沢ほか（２０１４）は，人為的な選択

的採取に伴った種の多様性を示していると結論付けて

いる．したがって，大江層の十脚類相を単純に豊橋層

の十脚類相と比較することはできない．一方，加藤

（２００１）は 下 総 層 群 の２７産 地（Jz-１，Yb-１，Km-

１，２，Kk-１，２，３，Ko-１から２０）から得られた十脚

類化石２，９４１点を詳細に検討し，６７種の産出を報じ

た．このうち加藤（２００１）は，下総層群の十脚類相の

中で G. grandis が卓越する群集をオオスナモグリ科卓

越群集と定義している．この群集では，G. grandis が

６０％から９０％と多産し，コブシガニ科，イチョウガニ

科，オウギガニ科，ガザミ科が伴って産出する．採取

総量は大江層に近いものの，複数の産地からの採集で

あることと，採取方法および産地ごとの採取数に偏り

があるため厳密な比較は出来ないが，大江層の十脚類

相の特徴は，加藤（２００１）が示した下総層群のオオス

ナモグリ科卓越群集にその特徴がよく似る．下総層群

のオオスナモグリ科卓越群集産地からは，潮汐三角州

砂礫底などの沿岸域に特徴的な軟体動物化石が共産す

る（加藤，２００１）．また，堆積相解析によって下総層

群の G. grandis が多産する層準は，潮汐三角州ないし

小礫混じりの潮流チャネル堆積物であると推定されて

いる（岡崎・増田，１９９２；岡崎ほか，１９９７）．し た

がって，G. grandis は，潮汐三角州などの浅瀬の砂・

砂礫底を好んで生息していたと考えられており（加

藤，２００１），大江層における G. grandis の多産は前述

のような潮流の卓越する環境が大江層堆積場周辺に広

がっていたことを示すものであると考えられる．

これまでに報告された九州の更新統産十脚類は長崎

県対馬沖の海底堆積物，鹿児島県の増田層および熊本

県の小串層からのものである（Imaizumi,１９６１；柄

沢，１９９７；Ando et al .,２０１５）．この中で，対馬沖の海

底堆積物と増田層からの記録は産出数が少なく十脚類

相については情報が少ない．また，小串層の十脚類相

は，大江層をはじめとする各更新統の十脚類相で卓越

する G. grandis を全く含まない（Ando et al .,２０１５）．

この要因として，小串層の堆積場は底生生物の活動が

活発であった砂質泥底で，外洋水の影響下で海藻の繁

茂する水深１０m ほどの環境であったと推定されてい

るため（河野ほか，２０１１），礫質砂～砂質礫で構成さ

れる大江層の十脚類化石産出層準とは堆積環境が大き

く異なっていた可能性が挙げられる．おそらく，大江

層と小串層における G. grandis の産出状況の有意な差

異は，様々な環境要因の中でも両層の堆積物の粒度や

潮通しの良さなどに起因するものと考えられる．
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